
・たくさんのもちをつくためには人の手だけでは限界があるので「もちつき機」を併用して作
業すれば、もちの状態も含めもう少しスムーズに事業が進むと思います。

小学校と連携をとりながら、毎年実施している恒例の事業です。 全戸配付のみならず、
小学校・保育園等にもチラシを配付し、参加を呼びかけました。
　

当日は浅海小学校・浅海小学校ＰＴＡ・高齢クラブ・地区社会福祉協議会・ＪＡ青壮年部等
各種団体に協力とお手伝いをお願いしました。参加した子どもたちも、自分たちが体験学
習で育てたもち米の蒸し方、杵と臼でのもちのつき方、そして「あん」のまるめ方まで地域の
先輩方にたくさんの事を教えてもらいました。そして、つきたてのおもちをおいしくいただき
ました。
　

また、愛媛大学児童文化研究会の学生さんにもお手伝いをお願いし、もちつきの合間に
紙芝居やゲームをしてもらいました。子どもたちも一緒になって楽しいひとときを過ごしまし
た。最後に「景品付きのもち」を作り、いっしょにもち投げをしました。

　地域の伝統文化である「もちつき」を通じて、世代間及び地域全体の交流を図る。

ちょっと自慢の公民館活動

松山市

　浅海公民館

地区館

対　象 地域住民

　〈 事 業 内 容 〉

　「もちつき」という伝統文化を後世に伝えるだけでなく、子どもから高齢者まで三世代
が集まり、交流できるよい機会になりました。

ホームページアドレス http://www.matsuyama-people.jp/04/asanami.html

事業名

市　町　名

公民館名

Ｇ

連絡先（℡） 089－995－0812

事業分野 三世代交流「もちつき大会」

（１）　概要

趣旨・目的

（２）　成果

（３）　反省点

参加人数

　　・もち米が少し硬かったので、前日にもう少し長くねかしておくようにしたいと思います。

200名

【もちつきの様子】 【もち投げの様子】


